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あ
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の
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そ
こ
の
街
が
好
き
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わたしたちの
街を守る

火災が発生したとき、「119番」を回すと遠

賀郡消防署につながり、宙ちに消防車が出動

します。同時に町内3カ所のサイレンが吹鳴

され、町消防団貝が出動し、消防署貝と協力

し消火活動を行ないます。また、これらの火

災の残火処理も消防団貝が行ないます。

『匿圭司 
消防署 「119」 ルサ � �「面‾長「 

レン吹鳴 �役　場 「「　「 
I団員i副団長，分団長 

＿＿」」 きし＿些堅塁＿竺」く 

遠賀町消防団の組織（定緒渥1鵠若人）

1日　団　長l吉　野　克　態l 

i 

［コ　副団長 ��池　田　紀　樹 ��� 
石　松　芳　戯 

i 

分　　団　　名 ��第1分　団 ��第　2　分　団 �第　3　分　団 

重］分団長 ��柴　田　康　則 ��畑　生　敏　土 �毛　利　昇　二 

国　別分団長 ��矢　野　勝昭 ��舛　添　矩　由 �山　中　隆　治 

重i団員致 ��30人 ��27人 �30人 

対　象　区　域 ��別府・今古賀 ��島津・若松 �上別府・浅木 新町・木守 松ノ本・旧停 中央 ��鬼津・尾崎 �東和苑・芙蓉 虫生津・東町 西町・老良 若葉台 

格納庫所在地 ��遠賀川 ��鬼　津 �浅　木 

結

腸

畳

す

さ
ら
に
、
行
方
不
明
者
な
ど
の
捜
索
救
助

に
当
る
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
消
防
団
は
災
害
を
未
然
に
防

ぎ
、
ま
た
、
災
蕾
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
こ
と
に
よ
り
、
み
な
さ
ん
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
こ
と
を
任
務
と
し

て
溝
助
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
こ
支
援

と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
防
団
は
、
郷
＋
憂
淫
の
桔
禅
に
基
づ
い

て
町
民
の
有
志
の
人
々
に
よ
っ
て
組
誠
さ
れ

て
お
り
、
消
防
団
貝
は
通
常
は
各
自
の
職
業

に
従
寧
し
な
か
ら
、
そ
の
つ
と
招
集
さ
れ
消

防
活
動
に
従
謡
し
ま
す
。

非
常
時
は
、
本
来
の
職
業
を
授
け
ろ
っ
て

郷
土
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
献
身
的
な
活

動
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
す
。

遠
賀
町
の
職
業
別
団
員
数

罷
業
　
1
8
人

自
営
業
　
1
4
人
（
家
密
従
密
者
含
む
。
）

会
費
　
5
2
人
（
麓
協
職
員
、
兼
業
蔑
家

な
ど
を
含
む
。
）

公
務
員
　
1
2
人

合
計
　
9
6
人

消
防
団
は
火
災
の
と
き
だ
け
で
な
く
、
梅

雨
、
台
風
時
期
の
風
水
害
な
ど
の
災
蕾
時
に

は
災
害
防
ぎ
ょ
の
た
め
、
地
域
の
実
情
に

く
わ
し
い
団
員
が
風
雨
の
再
出
動
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
の
面
で
も
巡
回
広

報
、
特
別
警
戒
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。



晒閑等糀伯）
も、叡薬所得や不動産所得、山林所得を生ずべき
業務を行なっている場合は、確定申告番を提出す
るときに、その年の総収入金額や、必要経費の内
容を記載した収支内訳書を添付しなければならな
いことになっています。
確定申告をするときにあわてないですむよう
に、今から準備しておきましょう。
例年3月10日を過ぎますと、税務署は大変混雑
します。申告は正しくお早目に。

正しく早目に鵬用
今年も確定申告の時期になりました。例年のこ
とですが、昨年1年間の収入や経費を調べ直して、
帳簿類をとり揃えるなど、何かと忙しいときでは
ないでしょうか。
でも、確定申告をすることによって、あなたの
昨年1年間のまとめをしてみることは、今年のあ
なたの営業にとってもプラスになる面があると思
います。
ところで、昭和59年度の改正で、白色申告者で

昭
和
六
十
一
年
分
所
得
説
確
定
申

告
の
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
該
当

者
は
も
れ
な
く
日
生
を
し
て
く
だ
さ

▽
期
日
　
◎
2
月
1
8
日
（
克

若
宮
聖
霊
茎
＆
意
表
茶
壷
蚤
脊
索
寧
寧
菅
笠

鵬
国
　
民
　
年
　
金
翻

意
霊
茎
善
意
電
車
母
語
雲
量
議
奄
巷
呼
嘗

届
け
出
し
て
ね
　
こ
ん
な
と
き

新
し
い
年
金
制
度
は
、
二
十
蔵
か
ら
六
十
酸
ま
で
の
誰
も
が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
、

加
入
者
の
会
員
に
国
民
年
金
か
ら
の
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る
し
く
み
で
す
。

加
入
者
は
三
種
類

◎
印
の
日
は
、
譲
渡
所

得
の
み
の
受
付
。

▽
時
　
間
　
い
ず
れ
も
9
時
～
1
6
時

▽
受
付
場
所
　
遠
賀
町
役
塑
一
階

大
会
議
室

▽
該
当
者
　
日
時
を
指
定
さ
れ
て
い

る
人

こ
の
期
間
中
に
お
い
で
に
な
れ
な

い
人
は
、
三
月
二
日
（
譲
渡
所
得
の

み
）
、
三
日
、
四
日
、
六
日
に
再
度

受
付
毒
し
ま
す
。

申
告
の
必
要
な
人

○
調
薬
な
ど
を
営
ん
で
い
る
人

○
地
代
、
麗
質
な
ど
の
あ
る
人

○
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
二
カ
所
以
上

か
ら
給
料
の
あ
る
人
な
ど

鏡
彊
∴
亀

に
識
時
の
瓢
避
・
謙
語
で
誘
い
た

・
二
十
韻
に
な
っ
た
ら
国
民
毎
会
…
・
自
営

業
の
人

第
一
号
被
保
険
者

二
十
壊
－
六
十

歳
未
満
の
自
営
業

な
ど
の
人
と
そ
の

家
族
（
第
二
号
被

保
険
者
、
第
三
号

被
保
険
者
以
外
の

人
は
全
員
）

第
二
号
被
保
険
者

人
生
の
節
目

節
目
に
届
け
出
を

二
十
歳
か
ら
六
十
繭
ま
で
の
四
十
年
間
に

は
、
結
婚
、
就
職
、
退
職
な
ど
、
人
生
の
節

目
を
迎
え
ま
す
が
、
そ
の
つ
と
国
民
年
金
の

加
入
穂
別
も
変
わ
り
ま
す
。
こ
れ
を
被
保
険

者
の
種
別
変
更
と
い
い
ま
す
。
こ
う
し

た
種
別
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
か
な
ら
す

役
場
年
金
係
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
奥
さ

ん
の
場
合
、
こ
主
人
の
就
職
や
退
職
に
あ
わ

せ
て
、
夫
婦
共
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

男
性
の
場
合

・
学
校
善
業
後
会
社
な
ど
に
就
職
（
届
け

は
会
社
か
ら
）

・
会
社
を
退
職
し
、
自
営
業
（
脱
サ
ラ
）
に

な
っ
た
と
き

・
自
営
業
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
っ
た

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
結
婚
し
て
専
業
主
婦
に

な
っ
た
と
き

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
が
会
社
に
就
職

し
た
と
き

。
会
社
を
退
職
し
て
専
業
嘉
に
な
っ
た
と

き
。
こ
主
人
が
定
年
退
職
さ
れ
た
と
き

届
け
出
は
早
目
に
役
場
の
毎
金
係
へ

国
民
年
金
保
険
料
は

税
金
控
除
の
対
象
で
す

前
年
に
納
め
た
国
民
年
金
伍
蔭
料
は
、
全

額
所
得
税
や
住
民
税
の
所
得
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
国
民
年
金
保
険
料
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
定
額
保
険
料
　
　
八
万
四
千
百
二
十
円

6
1
年
1
月
～
3
月

六
千
七
百
四
十
円
×
3
カ
月
分

6
1
年
4
月
～
1
2
月

七
千
百
円
×
9
カ
月
分

○
付
加
保
険
料
（
希
望
し
て
納
め
た
人
）

四
千
八
百
円
（
四
百
円
×
1
2
カ
月
）

定
額
保
険
料
と
付
加
保
険
料
を
合
せ
て
納

め
た
人
は
、
八
万
八
千
九
百
二
十
円
で
す
。

な
お
、
6
1
年
4
月
か
ら
前
納
し
た
人
は
、

定
額
保
険
料
　
八
万
三
千
百
四
十
円

付
加
保
険
料
　
四
壬
（
百
八
十
日

計
　
八
万
七
千
八
百
二
十
円
で
す
。

※
確
定
申
告
の
手
続
き
の
際
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
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熟
年
パ
ワ
ー
全
員
集
合
〃
‥

嵩
年
令
者
を
対
象
と
し
た
ワ
ン
バ
ウ
ン

ド
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
教
室
を
擢
し
ま
す
。

◎
両
教
室
の
申
し
込
み
は
、
2
月
2
5
日
（
水
）

ま
で
に
教
書
委
員
会
体
育
係
へ

澱
（
2
9
3
）
1
2
3
4

ワ
ン
バ
ウ
ン
ド

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

ど
な
た
に
で
も
気
軽
に
で
き
る
競
技
で
す

和
気
あ
い
あ
い
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
新
し
い

友
た
ち
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。

▽
日
　
時
　
3
月
1
日
（
（
白
）

9
時
～
⊥
2
時

▽
楊
所
　
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
指
導
　
串
間
市
立
働
く
婦
人
の
家
指
導

員
　
吉
野
萬
久
氏

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室

団
体
で
も
個
人
で
も
、
ま
た
短
時
間
で
も

手
醇
に
競
技
が
で
き
、
暮
雲
署
の
体
力

づ
く
り
に
ピ
ッ
タ
リ
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す。▽
日
　
時
　
3
月
1
日
（
日
）

1
3
時
5
0
分
～
1
6
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
運
営
総
合
運
動
公
園
ク
ラ
ウ
ン

▽
指
　
導
　
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
普
及

指
導
員

▽
募
集
期
間
　
3
月
5
日
（
木
）
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
住
宅
金
撒
公
庫
福
国
文
所

愈
0
9
2
（
1
1
2
）
5
5
5
5
、
ま
た
は

住
宅
金
融
公
薬
務
取
扱
店
と
表
示
さ
れ
た

金
融
機
関
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

体
育
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ナ
ー
募
集

震
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
遠

賀
町
軽
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

縫
兜
に
供
し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
2
月
2
3
日
（
月
）
～

3
月
9
日
（
月
）

8
時
5
0
分
～
ュ
7
時

▽
場
　
所
役
場
総
務
課
窓
口

遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
の
ト
レ
ー
ナ
ー
奮
藁
し
ま
す
。

▽
勤
務
時
間

平
　
日
　
1
3
時
～
2
1
時
5
0
分

日
祭
日
　
8
時
5
0
分
～
1
7
時

▽
賃
　
金
　
1
日
　
四
千
五
百
円

▽
必
要
台
頭
履
歴
書
1
通

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
せ

遠
賀
町
教
書
萎
貝
会
社
会
教
育
緩

衝
（
2
9
3
）
ュ
2
3
4

“
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ヽ
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．
．
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ヽ
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I
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．
・
l
I
●
．
．
・
l
1
．
．
・
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第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会

走
ろ
う
大
会

▽
日
　
時
　
3
月
8
日
（
臼
）

9
時
柳
分
～

▽
場
　
所
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園

○
男
子
の
部畿
韓
謹
書

○
団
体
の
部

父
と
子
（
小
学
）
二
人
の
合
計
タ
イ
ム

母
と
子
（
彗
二
人
の
合
計
タ
イ
ム

夫
婦
二
人
の
合
計
タ
イ
ム

▽
申
込
締
切
　
2
月
掬
日
（
月
）

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
勤
労
者
体
育
セ

ン
タ
ー
肉
体
苔
協
会
事
務
局
ま
で

禽
（
2
9
3
）
5
4
3
4

園

弼

園

圏

住
畠
田
公
庫
第
四
回
個
人
向
け
融
資
が

始
ま
り
ま
し
た
。
低
金
利
（
5
・
2
5
カ
ー

6
1
5
着
）
の
通
常
馨
韻
に
加
え
、
特

別
割
増
（
三
百
万
円
～
五
百
万
円
）
融
資
も

利
用
で
き
ま
す
。
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

圏
謁
闘
園
闘
撰

▽
日
　
時
　
2
月
2
1
日
（
土
）

1
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
　
英
公
民
館
二
階
会
議
室

▽
自
　
活
　
「
遠
賀
川
橋
余
談
」

塩
皆
蔑
雄
氏

群
細
に
つ
い
て
は
、
遠
賀
町
郷
土
文
化
研

究
会
水
口
禽
（
2
9
3
）
1
5
3
9
ま
で

開
園
閻
臨
関
田
壁
臨

福
岡
県
で
は
、
新
築
県
醤
厘
毛
の
入
居
者

を
彙
し
て
い
ま
す
。

▽
場
所
　
大
根
土
団
地
（
申
闇
市
）

▽
種
類
・
1
種
（
3
D
K
）
　
塑
戸

（
6
畳
3
・
D
K
）

・
2
淫
（
3
D
K
）
　
胸
声

（
6
畳
2
・
4
・
5
畳
・
D
K
）

▽
申
込
締
切
　
2
月
2
3
日
（
月
）

詳
細
は
、
役
場
総
務
課
か
県
庁
住
宅
管
理

課
　
＄
0
9
2
（
6
5
1
）
l
L
l
⊥
へ

凪
さ
ん
き
て
ね

第
一
－
一
回
九
州
凧
あ
げ
大
会

凧
あ
げ
で
広
げ
よ
う
と
も
た
ち
の
輪
。
第

三
回
九
州
凧
あ
け
大
会
を
開
擢
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。
見
物
も
O
K
。

▽
日
　
時
　
3
月
1
日
（
日
）
、
9
時
か
ら

雨
天
の
場
合
は
地
上
審
査
の
み

▽
会
場
　
芦
屋
競
艇
場

▽
参
　
加
　
自
由

・
手
作
り
凧
で
の
参
加
を
期
待
し
ま
す

・
凧
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
千
人
）

・
ぜ
ん
ざ
い
の
サ
ー
ビ
ス
（
千
林
）

▽
問
い
合
せ
　
芦
屋
町
産
業
観
光
課
内
芦
屋

町
観
光
協
会

＄
（
2
2
3
）
0
8
8
1
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肇批ユう担ゼ �／三／二鑑雪 ��／ 

諦畢∴∴韓 ∴ふき←∴ �� 
りも兼ねた浅木タイムなわとび大会 

音の三つのグループに分けた苅抗戦 

膏 �� 
の技をさぞいました。この日の対抗 

戦は接戦の結果白グループが勝ちま 

した。 

奏犠票豪華 � 
：　　「　　輩国書喜　一8 

′ ／ヾ ∴－、 　；∴ ∴∴1賀mr∴「∴．∴ �　l Ie∴ ∴－∴ 

三も 

二言言∴∴嘉 

翻－ 
め 剛暮＼－＼／雷i常 

∴∴　∴∴∴∴∴：：主題賀 

盾例の新春コンサートが、今年も

1月17日（土）に遠賀中央公民館：で

開梱されました。当日の会場は通路

までびっしり人で埋まり、南都保育

の園児や遠賀町少年少女合唱団、遠

賀南中学校2年3組、コーラスこも

れひ、島田／Jヽ学校6年生、広を菱小学

校チアガール、広波力ヽ学校鼓笛隊、

広渡河、学校吹奏楽団、浅木方ヽ学校6

年生、遠賀町ジュニア吹奏楽団がく

り出す演奏や合唱、器楽など一つの

演技が終ることに、会場からは大き

な拍手があ力6って－いました。

春を呼ぶ

新春コンサート
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緯
度
速
賀
町
文
学
散
歩

㈱

古
道
を
辿
る
（
Ⅳ
）

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
大
内
義
弘
の

招
請
で
山
口
を
訪
れ
た
当
時
俳
謳
師
の
一
人

い
つ
ら
に
と
い
ひ
、
誰
を
こ
ふ
と
か
大
島
の

な
ど
と
い
へ
る
も
、
い
か
ば
か
り
か
な
し
か

り
け
む
。
今
日
も
波
風
さ
わ
が
し
く
、
袖
の

雫
も
い
と
ゞ
し
け
善
に
、
千
鳥
の
ひ
と
つ
ふ

者
だ
っ
た
宗
祇
は
、

秋
九
月
六
日
に
山
口

矛
発
ち
、
太
宰
府
に

参
詣
文
運
隆
盛
を
祈

り
、
そ
の
帰
路
宗
像

か
ら
遠
賀
を
通
り
芦

屋
に
一
泊
し
て
い

る。
そ
の
道
順
も
確
と

し
て
い
な
い
が
、
室

町
時
代
の
紀
行
文
の

随
一
と
言
わ
れ
て
い

た
つ
四
つ
五
つ
な
ど
喘
ぎ

行
く
も
、
い
か
な
る
こ
と

を
や
お
も
ふ
か
＋
衰
れ
な

れば、
浜
千
鳥
こ
え
う
ち
わ
び
て

大
鹿
の
波
の
ま
も
な
く
誰

て
行
く
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
つ
つ
い
て

－
か
く
て
種
も
な
く
、
あ
し
や
に
な
り
ぬ
。

真
砂
た
か
う
し
て
山
の
こ
と
く
な
る
に
、
松

た
ゞ
む
ら
立
ち
て
、
寺
々
あ
ま
た
見
え
わ
た

る
。
民
の
家
居
穀
の
言
や
数
な
ら
ず
。
川
の

む
か
ひ
は
山
つ
ら
な
り
て
、
さ
ま
ざ
ま
み
ず

て
が
た
き
折
か
ら
、
時
雨
い
さ
さ
か
う
ち
そ

そ
ぎ
、
夕
月
夜
さ
や
か
に
き
し
の
ぼ
り
た
る

な
ど
、
つ
く
り
合
せ
た
る
や
う
な
り
。
な
だ

の
塩
や
さ
と
い
え
る
あ
た
り
よ
り
は
、
立
ち

か
は
り
て
あ
は
れ
ま
さ
れ
り
。

塩
や
か
め
あ
し
や
の
秋
ぞ
哀
れ
な
る
月
や

け
ぶ
り
老
い
と
ひ
そ
め
け
ん
I

指
か
禍
き
ん
の
偶
語
メ
ニ
ュ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
㈲

白
身
魚
の
チ
ー
ズ
入
り

ア
ー
モ
ン
ド
揚
げ

る
「
筑
紫
道
純
」
に
、
こ
の
あ
た
り
の
こ
と

を
拾
っ
て
み
る
と
、
大
事
府
か
ら
博
多
に
来

て
数
日
宿
泊
し
、
十
月
二
日
箱
崎
か
ら
香
推

宗
像
、
を
経
て
同
四
日
内
浦
に
来
た
。

I
う
つ
ろ
浜
と
い
ふ
に
か
ゝ
れ
ば
、
鎧
の

み
さ
き
大
嶋
な
ど
と
い
ふ
も
み
ゆ
。
我
は
忘

れ
ず
と
よ
め
る
む
か
し
を
お
も
ふ
に
も
、
猶

志
賀
の
島
の
お
も
し
ろ
か
り
し
な
と
思
い
出

得
る
に
、
彼
の
少
弐
の
娘
ど
も
の
、
あ
ば
れ

解
る
よ
う
に
道
は
海
よ
り
の

波
津
回
り
で
、
海
を
ふ
ん
だ

ん
に
眺
め
て
来
た
こ
と
で
あ

ろう。宗
祇
は
多
分
駕
舘
に
乗
っ

宗
祇
の
通
っ
た
通

を
、
五
百
年
前
の
こ

と
を
偲
び
な
が
ら
歩

い
て
み
た
が
、
何
ひ

と
つ
手
か
か
り
に
な

る
も
の
も
見
当
ら
な

か
っ
た
。
せ
め
て
石

ふ
み
の
一
つ
で
も
残

っ
て
い
た
ら
、
ど
れ

だ
け
か
楽
し
か
っ
た

材
　
料
（
4
人
前
）

白
身
魚

小
委
粉

ロ
ブ牛

乳
粉
チ
ー
ズ

ア
ー
モ
ン
ド
（
薄
切
り
）

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

サ
ラ
ダ
油

酢塩こ
し
ょ
う

た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
内
浦
か

ら
松
原
の
道
を
通
り
粟
屋
、
尾
崎
へ
来
て

芦
屋
に
出
た
筈
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
描
写
が

な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
そ
れ

で
も
重
要
な
交
通
路
で
あ
る
か
ら
と
び
こ
し

遠
賀
古
道
　
の
だ
が
。

萩
す
す
き
　
す
が
れ
て
虫
の
声
も
な
く

菊
の
壇
　
冬
に
向
か
う
こ
の
風
に
耐
え

海
か
ら
の
凪
ぎ
お
と
　
白
い
鳥
を
瑚
た
せ

（
片
山
花
御
史
）

作
り
方

①
魚
は
、
塩
、
こ
し
ょ
う
を
し
て
お
く
。

卵
を
と
き
ほ
ぐ
し
、
牛
乳
、
小
委
粉
、

チ
ー
ズ
、
塩
、
こ
し
ょ
う
少
々
を
加

え
、
衣
を
作
る
。

⑧
魚
に
衣
を
つ
け
、
ア
ー
モ
ン
ド
を
ま
ぶ

し
、
中
温
の
油
で
カ
ラ
ッ
と
揚
げ
る
。

⑤
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
ゆ

で
、
調
味
料
で
あ
え
て
サ
ラ
ダ
を
作

り
、
つ
け
合
わ
せ
る
。

わ
か
め
と
豆
腐
の

す

ま

し

汁

材
　
料
（
4
人
前
）

豆
腐
　
　
　
　
　
　
　
％
丁

わ
か
め
　
　
　
　
　
　
　
少
々

え
の
き
た
け
　
　
　
　
　
沈
わ

た
し
汁
　
　
　
　
　
　
　
4
カ
ッ
プ

（
昆
布
、
か
つ
お
）

塩
　
　
　
　
　
　
　
　
少
々

作
り
方

①
昆
布
と
か
つ
お
の
た
し
汁
を
作
り
、
ふ

っ
と
う
し
た
ら
、
豆
腐
、
え
の
き
た

け
、
わ
か
め
を
入
れ
、
塩
で
味
を
と
と

の
え
る
。

②
い
た
だ
き
ま
す
。



第404号

虫生活769番地の12
な∴ぱ∴え　ゆり†ごい

難波江福大くん

（雪枝寧さんの長男）
昭和61年7月8日生

ポクは、お姉ちゃんたちがマ
マのお腹の中に忘れてきたもの

を拾ってきてあげたんだよ。

（男の子Iこしかないものだよ）
ボクって親孝行なんだ。よろし

くね。

鰹
願
望
衛
蛙
の
ペ
∴
U
ジ

◎
期
　
日
　
2
月
1
7
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
5
0
分

▽
場
　
所
英
公
民
館

ス
カ
ッ
と
目
が
覚
め
、
す

ぐ
に
も
ふ
と
ん
か
ら
飛
び
出

し
た
く
な
る
よ
う
な
朝
は
、

「
快
眠
」
だ
っ
た
と
い
え
ま

す
。
一
万
、
日
を
開
け
よ
う

に
も
ま
ぶ
た
が
な
か
な
か
開

か
ず
、
体
が
鉛
の
よ
う
に
重

た
く
感
じ
る
朝
は
、
睡
眠
が

「
歪
」
で
あ
っ
た
こ
と
を

反
省
し
、
「
快
眠
」
を
得
る
工
夫
を
し
た
い

も
の
で
す
。

睡
眠
に
は
リ
ズ
ム
が
あ
る

心
地
よ
い
目
覚
め
の
朝
を
迎
え
る
た
め
に

か
に
目
を
閉
じ
、
横
に
な
っ
て
い
る
時
間
を

長
め
に
取
る
工
夫
を
し
て
く
だ
さ
い
。

眠
り
の
パ
タ
ー
ン
を
知
ろ
う

人
に
よ
っ
て
寝
つ
き
の
よ
い
人
と
惑
い
人

が
い
ま
す
。
寝
つ
き
が
よ
い
と
い
わ
れ
る
人

は
、
就
寝
後
間
も
な
く
深
い
眠
り
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
必
ず
し
も
こ
の
深
い
眠

り
が
朝
ま
で
続
い
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せん。一方
、
寝
つ
き
が
悪
い
と
嘆
き
な
が
ら
、

け
っ
こ
う
朝
の
目
覚
め
の
よ
い
人
は
、
深
い

眠
り
に
入
る
ま
で
に
時
間
は
か
か
っ
て
も
明

け
方
近
く
に
な
る
と
、
深
い
眠
り
を
十
分
取

は
、
大
切
な
！
条

件
．
か
こ
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
は
睡

眠
時
問
で
す
。
成

目
賞
め
と
睡
眠

深
い
眠
り
を
い
つ
取
る
か

人
の
場
合
で
七
時
間
か
ら
八
時
間
は
取
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
は
、
．
深

い
眠
り
．
に
ひ
た
る
こ
と
で
す
。

正
常
な
眠
り
に
は
、
浅
い
眠
り
と
深
い
眠

り
の
時
間
は
選
外
に
短
く
、
八
時
間
の
睡
眠

中
の
ほ
ん
の
一
時
間
足
ら
ず
で
す
。
効
果
的

な
睡
眠
を
得
る
た
め
に
は
、
午
前
二
時
こ
ろ

に
深
い
眠
り
に
入
る
工
夫
を
す
る
こ
と
で

す
。
仕
密
が
ら
夜
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
昼
間
に
睡
眠
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
か
ら
、
睡
眠
時
間
を
多
く
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
少
し
で
も
効
果

善
高
め
る
た
め
に
、
部
屋
を
暗
く
し
て
、
静

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
眠
り
の
パ
タ
ー
ン
も
色
々

あ
り
ま
す
か
ら
、
自
分
の
睡
眠
の
パ
タ
ー
ン

を
知
っ
て
お
け
ば
、
「
快
眠
」
を
得
る
方
策

を
見
つ
け
出
す
の
は
、
決
し
て
難
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
に
「
素
晴
ら
し
い
夢
」
で
も
、
目

が
さ
め
て
も
記
憶
に
残
る
「
夢
」
を
見
た
時

は
「
快
眠
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

渡
室
の
環
境
を
ー
工
夫

心
地
よ
い
睡
眠
を
得
る
た
め
に
は
、
寝
室

の
環
境
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

フ
ト
ン
や
ベ
ッ
ド
が
軟
ら
か
過
ぎ
る
と
「

快
眠
」
が
得
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
枕
の
高
さ

や
硬
さ
、
そ
し
て
寝
室
の
暗
さ
や
静
け
さ
、

そ
し
て
温
度
な
ど
も
、
睡
眠
に
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。

ま
た
、
寝
間
着
は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
吸
湿

性
の
商
い
も
の
を
選
び
、
昼
間
の
下
着
は
寝

る
時
に
は
す
べ
て
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

目
覚
め
が
惑
い
、
寝
つ
き
が
憩
い
か
ら
と

い
っ
て
、
す
ぐ
に
睡
眠
薬
に
頼
る
の
は
問
題

で
す
。
毎
日
の
こ
と
だ
け
に
、
一
度
「
薬
」

に
頗
る
と
毎
晩
「
薬
」
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。

指
導
－
菅
山
英
康

岡
山
大
学
医
学
部
教
授

「
家
庭
看
護
の
A
B
C
L
に
か
わ
っ
て
、

今
回
か
ら
毎
月
十
日
号
に
「
今
日
も
元
気

で
」
を
掲
載
し
て
ゆ
き
ま
す
。

一
日
の
ス
タ
ー
ト
は
朝
の
目
さ
め
か
ら
で

す。
さ
あ
、
今
日
も
一
日
は
り
き
っ
て
ゆ
き
ま

し
ょ
う
。



下 糊の遠賀調整型結審蓑
行富ICよっては時間中途からの参加ができなかったり、また、他の参加者に迷惑をかけたりします。節前に確

めて、遅れはいようIこしましょう。
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2月の税金固定資産税（第4期分）納期2月16日（月）－2月28日（土）

火
事
は
マ
イ
ホ
ー
ム
を
一
瞬
の
う
ち
に
灰
に
し

ま
す
。
ま
た
、
隣
近
所
を
ま
き
ぞ
え
に
す
る
こ
と

も
必
至
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
火
気
の

安
全
な
使
用
方
法
、
初
期
消
火
の
知
識
を
身
に
付

げ
、
家
庭
か
ら
防
火
体
制
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。

三
月
七
日
（
土
）
か
ら
三
月
十
三
日
（
金
）
の
問
、

毎
日
午
前
七
時
と
午
後
八
時
の
二
回
、
町
内
の
サ

イ
レ
ン
を
一
分
間
吹
鳴
し
ま
す
。

闘
閣
議
議
醸
醗
闘
闘
翻
鰯
醒
閣
議
饗

醒


